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内臓逆位症は5,000人から10,000人に 1人の割にみられるまれな疾患であるが,こ れに胃癌を合併した

症例はわが国で21例と少ない。われわれは全内臓逆位症に合併した進行胃痛の 1例を経験したので若千の

文献的考察を加えて報告する。症例は41歳女性!主 訴は″b寓部痛および体重減少で,入 院後右胸心,内 臓

逆位症に加えて前庭都中心 の進行胃癌であることが判り,胃 亜全摘,R3廓 清,横 行結腸合併切除さらに

BI吻 合を施行した。Pl Ho N3 S3の Stage lvで非治癒切除ではあったが,術 後経過は良好で3週間後に

退院した。1年以上経った現在も元気に会社勤務に復している。

索引用語 :内臓逆位症,目癌

I ・結  言

内臓逆位症は5,000人から10,000人に 1人の害]合でみ

られるまれな疾患であるが,こ れに胃癌を合併した症例

はわが国で21例とさらに少ない。われわれは全内臓逆位

症に合併した進行胃癌で手術し, 1年 以上経った現在も

元気に会社勤務している1症例を経験したので報告す

る。

H・ 症   例

患 者 :41歳,女 性,会 社員.

主 訴 :心寓部痛,食 欲不振t

l既往歴 :小児の頃から心臓が右にあると指摘されてい

た。

家族歴 :父系の叔父が胃癌で死亡した以外,家 系に右

胸心などの内臓逆位症は認められていない。

現病歴 :入院 1カ月前から心寓部痛,食 欲不振を訴え

近医を受診,胃透視の結果胃癌を疑われ当科へ紹介され

た.

入院時所見 :体格中等度,栄 養は良好。ただ,心 尖部

心臓音は右胸部に聴取され,肺 肝境界は左第Ⅵ肋間にあ

った。心衛部には圧痛を伴う。境界明瞭な手拳大の弾性

硬でよく動く腫癌を触れたが, 腹水はなく, SChnitZler

転移ならびに Virchow転移は認められなかった。

臨床検査成績 :軽度の貫血と低蜜白血症が認められた

が,そ の他の肝機能検査および血沈,尿 検査ともに正常

であった。ただ,便 潜血反応は陽性を示した。

心電図所見は第 I誘導, avR,aVLの P,QRS,Tの

逆転と,胸 部誘導の反転による右心型心電図を認めた。

胸部X― Pで は右側 に心陰影を認めたが心肥大はな
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胃透視所見 (仰臥位二重造影)図 1 胸 部 X‐P

図 2 腹 部 X‐P

く,肺 野は正常であった (図1).

腹部X線 写真では胃泡が右横隔膜下に位置し,回 盲部

が左下腹部 にある全内臓逆位症を示し得 るものであっ

た.ただ,横 行結腸中間部では約 5cmに 亘る壁硬化と

不整を認め,癌 の直接浸潤を疑う所見を呈した (図2).

胃X線 透視では胃角より前庭部後壁を中心に深い不整

な潰瘍を伴う手拳大の BOrrmann皿型胃癌を示す陰影欠

損がみられた (図3).

図4 胃 内視鏡所見

胃内視鏡所見は,胃 角より前庭部に拡がるほぼ全周性

の幽門狭窄を示し,狭 い Krebskannalと PseudOringが

認められた (図4).

手術所見および手術操作 :入院後10日目に COF全 身

麻酔のもと開腹術を行った。腹腔内所見は, 胃, 肝″

陣,膵 それに結腸とすべて逆転位にあり,胃 前庭部には

全周性の乗膜浸潤を伴う手挙大の腫瘤を認め,と くに大

弯側後壁では大網,結 腸問膜,横 行結腸が直接浸潤によ

って一塊を形成していた (図5).PIHが 3S3の Stage lv

で, 絶対非治癒切除 ではあったが, 胃亜全摘, BI吻

合,R3廓 清と横行結腸合併切除を施行した.

病理学的所見 :易J出標本は前庭部後壁 に4.0×3.2cm

の不整な潰瘍を伴う10×12cmの AM全 周性 BOrrman。



図 5 術 中開腹所見
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図 7 胃 組織標本 (X200)

亜型胃癌であった (図6).切 除した結腸にも衆膜 より

粘膜に至る広範な癌浸潤を認めた。

組織学的には,粘 膜から漿膜をびまん性に貫く印環細

胞癌で,核 ・細胞質比の大 きな異型性の強い進行胃癌

で,結 腸への浸潤もまた No。15リンパ節への転移も共

に認められた Sei,n3(十)と 診断された (図7).

術後経過 :術後経過は良好で, 3週後に退院した.現
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在 1年数力月経つが,月 1回の外来診察でも再発の兆し

は認められていない.

IH・ 考   察

内臓逆位症 :Situs inversus viscerumは内臓が先天的

ならびに解剖学的に左右逆転した位置にあるものをい

い, 約5,000人から10,000人に 1人の割にみられるまれ

な疾患である
D分のり.Kawabeら によると,日 本では欧

米に比べ約 2倍 の割合で多いようであるが
', 最
近の集

団検診やレントゲン検査の普及によって発見される頻度

はさらに高くなっている
°つ.

歴史的にみると,紀 元前 4世紀 Aristotelesが動物に

おいて本症を記載しているが,人 体においては16世紀の

中頃 COrnelius Cemaが肝と陣とが左右逆の位置にあ

る症例を経験したのが最初である。文献的には1643年

Marcellus Leciusが始めて全内臓逆位症の 1例を報告し

て以来多数の報告例 をみることができるのゆ.本 邦にお

ける内臓逆位症の最初の報告は,明 治21年保利らによる

「肋膜炎性滲出物の圧迫による仮性右心症の2例」とい

われているめ.次 いで,明 治22年笠原らによって内臓逆

位症の臨床例が報告されてから, 約950例が文献上報告

されている°
1°1ゆ.

本症は内臓の全てが逆転している全内臓逆位症 :Situs

inversus viscerum totalisと,一 部分が転位している部分

的内臓逆位症 :Situs inversus viscerum Partialisとに分

類され,約 6:1の 比率であるといわれている
つりり.

内臓逆位症の成因については,遺 伝説の他に胎生期に

ある臓器の転位に従って他の臓器も回転するといった全

臓器転位説,胎 内における加温状況の変化による不同加

温説,胚 胎の位置および発育の異常説,そ れに双胎併発

説等種々あるが, いまだ定説はない
りの°1の.遺 伝性 に

関しては, 前川の内臓逆位症と右胸心の姉妹例の報告

や
9),大
島の10人兄弟のうち3人 に内臓逆位を認め, そ

のうち 1人が胃癌合併であったという報告
り
, それに只

沼の 1例に胃痛を合併した全内臓逆位症の姉妹例の報

告
1°1めからその素因は疑いないものと思われるが,他 の

報告で証明し得たものは比較的少なく,同 胞間の発生頻

度は400,000人に 1人の害J合と推測されている
1ゆ.

内臓逆位症には心奇形を伴うことが多いといわれてお

り,正 常人の心奇形発生率が0.32～0.8%で あるのに対

して, 腹部内臓逆位症の心奇形合併率は 8～ 10%と 約

10倍の高率である
°1ゆ1つ.他 に合併症 として, 無陣症

(IVemark症 候群)'多 陣症などの腺合併奇形
°1ゆlめ
,

総腸間膜症
1°1の10,胆

道奇///1の
2の
さらに副鼻腔炎と気管

図 6 胃 切除標
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表 1 内 臓逆位症にみられた胃癌報告例
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支拡張症を伴う Kartagener症候群
9192,とぃった珍し

い報告例も散見される.

さて,内 臓逆位症に合併した胃癌報告例は,わ れわれ

の調べ得た限りでは昭和 2年前川が発表した 1例
め以

来,文 献上21例である
2ケ2め
(表1)。そのうち20例は全

内臓逆位症であるが,浅 野は胸腔内臓器は正常位置にあ

るが,腹 部臓器は逆位を示しさらに総陽間膜症に胃痛を

合併した稀有な部分的内臓逆位症を報告している
。.

最後に手術手技の点で,臓 器の逆転による考子の戸惑

いは感じたが,術 中それほど操作の困難さはなく,む し

ろ左側の小弯側廓清や,い わゆる左胃動脈の処理はかえ

って容易であったことを追加しておきたい。

I V ・結  僑

きわめてまれな全内臓逆位症に合併した進行胃癌で,

手術的に切除し得た 1症例を経験したので報告した.

終 りに,ご 教示いただいた防衛医科大学校第2内科の

高橋淳教授,岡 田昌之先生,さ らに中検病理の出田俊彦

先生に深謝する。
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